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(8)長寿・障害総合研究 

 
分野名   Ⅲ．疾病・障害対策研究 

事業名       

長寿科学総合研究 

認知症対策総合研究 

障害者自立支援総合研究（仮称） 

主管部局（課室）  

老健局総務課 

社会・援護局障害保健福祉部企画課、精神・障害保健課 

健康局疾病対策課 

運営体制      

老健局総務課（長寿科学総合研究事業、認知症対策総合研究事業）

障害者自立支援総合研究事業（仮称）は、社会・援護局障害保健

福祉部企画課、精神・障害保健課及び健康局疾病対策課が共同で

運営 

 

関連する「第 3期科学技術基本計画」における理念と政策目標（大目標、中目標） 

理念   健康と安全を守る 

大目標  生涯はつらつ生活―子どもから高齢者まで健康な日本を実現 

中目標  
誰もが元気に暮らせる社会の実現 

国民を悩ます病の克服 

 

１．事業の概要 
(1)第 3 期科学技術基本計画・分野別推進戦略との関係 

重要な研究開発課題 

・国民を悩ます重要な疾患の一つである骨関節疾患（骨粗鬆症等）

の予防（食生活による疾患の予防の研究を含む）・診断・治療

の研究開発を行う 

・精神・神経疾患、感覚器障害、認知症、難病等の原因解明と治

療の研究開発 

・QOLを高める診断・治療機器の研究開発 

・感覚器等の失われた生体機能の補完やリハビリテーションを含

む要介護状態予防等のための研究開発 

・障害者等の自立支援など、生活の質を向上させる研究 

・こころの発達と意志伝達機構並びにそれらの障害の解明 

研究開発目標    

【長寿科学総合研究事業】 

・2015年頃までに、画像診断機器の高度化等による検査の高速化

や、生体機能・代謝の可視化による疾患の早期発見技術を実用

化する。 

・2010年までに、老化・疾患等により低下した身体機能を補助・

代替に資する医療技術、医療機器・福祉機器の要素技術を確立

する。 

【認知症対策総合研究事業・長寿科学総合研究事業】 

・2010年までに、分子イメージング技術の高度化により、腫瘍の

治療に対する反応性の評価、転移可能性や予後予測等、腫瘍の

性状評価や精神・神経疾患の診断手法、薬効評価手法を開発す

る。 

・2010年までに、効果的な介護予防プログラムの開発や認知症の

早期発見・治療技術等の介護予防や介護現場を支えるための技

術を開発する。 

【障害者自立支援総合研究事業(仮称)】 


